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近年，高泌乳牛では分娩間隔が延長する傾向にあり

［1h3］，その要因として発情徴候の微弱化と，発情の見

逃しやAI後非妊娠牛の摘発の遅れなどが指摘されてい

る．その対策として，非妊娠牛の早期摘発を目的とした

ホルモン処置，Fast back breeding program法（Fast

back法）が開発された［4h7］．Fast back法とは，AI

後14日にプロジェステロン（P4）製剤（CIDR）を腟内

に7日間留置し，除去後，非妊娠牛に分散の小さい明瞭

な発情回帰を発現させる手法である．肉牛でも飼養形態

が多頭化し，非妊娠牛の摘発が遅れているが，F a s t

back法の応用に関する報告は少ない．

これまでCIDR留置期間はAI後22日まで検討されて

いる［7］．しかし正常な発情周期は18日から24日と幅

があり，非妊娠牛における発情回帰の分散の縮小を考え

ると，AI後24日まで留置期間を考慮する必要がある．

一方AI後14日から24日までのCIDR留置は，早期に

発情回帰する非妊娠牛での卵子の老化が懸念される．

今回，分娩後の黒毛和種牛に発情同期化と定時AIを

行い，従来のFast back法よりCIDR留置を3日間遅ら

せ，定時AI後17日から24日までの7日間留置すること

が，牛群の繁殖成績と定時AIで不受胎の牛について発

情回帰や受胎性に及ぼす影響を検討した．

材 料 及 び 方 法

供試牛は，宮崎大学農学部附属住吉フィールドで飼養

され，2007年3月から2009年9月に，正常分娩した2

産以上の黒毛和種75頭でいずれも授乳中であった．75

頭は，CIDR群と対照群の割合がほぼ1：2になるよう

に，無作為に2群に区分した（CIDR群：n＝28;対照

群：n＝47）．両群とも通年で供し，平均産歴はそれぞ

れ7 .0 ± 2 .1，5 .9 ± 2 .8（平均±標準偏差）産，平均

BCSは5段階評価でそれぞれ3.0±0.2，2.9±0.2と両

群間に有意差はなかった．

両群とも分娩後28日から32日に直腸検査し，卵巣に

明瞭な黄体がある牛はPGF2α（CIDR群： n＝5;対照

群： n＝8，クロプロステノール250μg，レジプロンC 獏，

あすか製薬譁，東京），黄体がない牛はGnRH（CIDR

群：n＝23;対照群：n＝39，酢酸フェルチレリン100
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要　　　　　約

定時人工授精（AI）後，腟内のCIDR留置が黒毛和種牛の繁殖成績に及ぼす影響を検討した．正常分娩後1カ月から

全頭に排卵同期化，定時AIを行い，その後17日から7日間，腟内にCIDR留置するCIDR群（n＝28）と，無処置と

する対照群（n＝47）に分けた．定時AIの受胎率はCIDR群64.3％，対照群53.2％であった（P＝0.34）．定時AIで

不受胎の牛の発情回帰日数はそれぞれ28.7±3.9日，33.0±26.9日（P＝0.22）と両群は不等分散で（P＜0.01），変

動係数はそれぞれ0.1，0.8であった．CIDR群で抜去後7日以内，対照群で定時AI後18日から24日に再AIした牛の

受胎率は，CIDR群85.7％，対照群58.3％であった（P＝0.47）．分娩後早期の黒毛和種牛において，定時AI後17日

から7日間のCIDR留置は，不受胎の牛において発情回帰日数の分散を縮小させた．
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μg，コンサルタン獏，あすか製薬譁，東京）を筋肉内投

与した．7日後から，P4製剤PRID（プリッドテイゾー，

あすか製薬譁，東京）を9日間留置し，除去時PGF2αを

筋肉内に投与した．除去後24 時間にEB（CIDR群：

n＝14;対照群： n＝19，安息香酸エストラジオール

1mg，オバホルモン獏，あすか製薬譁，東京）か48時間

にGnRH（CIDR群：n＝14;対照群：n＝28）を投与

し，60時間に定時AIした（0日目）．CIDR群は，定時

AI後17日から7日間，CIDR（シダー1900 獏，ファイザ

ー譁，東京）を留置し，対照群は無処置とした（図1）．

供試牛は右前肢に歩数計（牛歩獏，譁コムテック，宮

崎）を装着し，試験期間中の歩数の推移を観察した．ス

タンディングがみられた日，または当日の歩数が直前15

日間の平均歩数と比較して120％以上の増加率を示した

日を発情日とした．

各群の定時AIの受胎率，受胎に要したAI回数，空胎

日数，定時AIで不受胎の牛の発情回帰日数とその変動

係数を調べた．定時 AIで不受胎の牛で，CIDR群は

CIDR除去後7日以内，対照群は定時AI後18日から24

日の発情発現率，再AIの受胎率，通信障害により歩数

データが得られなかった4頭（CIDR群 n＝2，対照群

n＝2）を除く発情前15日間に対する発情日の歩数の増

加率を比較した．

各群の定時AIの受胎率，受胎に要したAI回数，空胎

日数と定時AIで不受胎の牛の発情回帰日数，発情発現

率，再AIの受胎率，発情日の歩数の増加率はカイ2乗

検定とマンホイットニーのU検定を，さらに発情回帰日

数は等分散検定（F検定）を用い解析した．－18日目

と－1日目か0日目に投与した2種類のホルモン剤によ

り成績に差はみられず，結果はすべてCIDR留置の有無

で比較した．

成　　　　　績

C I D R 群と対照群の定時 A I の受胎率はそれぞれ

64.3％，53.2％と有意差はなかった（P＝0.35）が，最

終的に全頭が受胎し，受胎に要したAI回数は1.3±0.5

回，1 .7 ±0 .9 回（P＝0 .04），空胎日数は57 .5 ±16 .5

日，79.5±54.6日（P＝0.02）と有意差があった（表

1）．CIDR群と対照群の定時AIで不受胎の牛で，発情

回帰日数はそれぞれ28.7±3.9日，33.0±26.9日と有

意差はなかった（P＝0 .22）が，両群間は不等分散で

（P＜0.01），その変動係数はCIDR群が0.1と対照群の

0.8より小さかった．CIDR群と対照群の発情発現率は

それぞれ70.0％，54.5％（P＝0.66），再AIした牛の受

胎率は85.7％，58.3％（P＝0.47），発情日の歩数の増

加率は191.8±65.0％，201.2±70.7％（P＝0.77）と

図1 PRIDによる発情同期化と定時AI後のCIDRプログラム
－18日目＝分娩後1カ月，0日目＝定時AI

 定時 AIの受胎率（％） 64.3（18/28） 53.2（25/47） 0.34 
 受胎に要した AI回数（回） 1.3±0.5 1.7±0.9 0.04 
 空胎日数（日） 57.5±16.5 79.5±54.6 0.02 

　定時AIで不受胎の牛 

 発情回帰日数 28.7±3.9（10） 33.0±26.9（22） 　0.22（U検定） 
 発情回帰日数の変動係数 0.1 0.8 ＜0.001（F検定） 

 発情発現率1）（％） 70.0（7/10）　 54.5（12/22） 0.66 
 再 AIによる受胎率2）（％） 85.7（6/7）　 58.3（7/12）　 0.47 
 発情日の歩数増加率3）（％） 191.8±65.0（5） 201.2±70.7（10） 0.77

表 1 　CIDR群と対照群の繁殖成績の比較 

CIDR群（n） 対照群（n） Phvalue

群　全　体 

1）定時 AIで不受胎の牛で，CIDR群では抜去後 7日以内に，対照群では定時 AI後18日から24日に発情が発現した牛の割合 
2）1）の牛で再 AIした時の受胎率 
3）1）の牛で通信障害により歩数データが得られなかった 4頭（CIDR群 n＝2，対照群 n＝2）を除く発情日の歩数の増加率 

CIDR抜去後 7日以内 
or

定時 AI後 18h24 日 

全　体 
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有意差はなかった．

考　　　　　察

乳牛において人工授精後5日目の血中 P4濃度と胚の

発育の間に正の相関があった［8］．また人工授精後5日

目から4日間腟内にCIDR（P4：0.95g）留置すると栄

養膜が伸長し子宮内のインターフェロンhτ濃度が増加し

［9］，受胎率が上昇した［10］．しかし，人工授精後の発

情周期中頃から終わりにかけ腟内にP4製剤を留置する

と，受胎率が向上したとする報告［11］や，反対に減少

したとする報告［5］がある．肉牛において，発情後7

日目に受精卵移植した牛で移植直後から14日間腟内に

CIDR（P4：1.38g）留置しても受胎率は変わらなかっ

た［12］．本研究では，黒毛和種牛に定時AI後17日目

から7日間CIDR留置したが，定時AIの受胎率におい

て対照群と有意差はなかった．

乳牛の経産牛でCIDRによる発情の再同期化が牛群全

体の妊娠率を向上させた報告［13］があり，本研究で

は，CIDR群で対照群より受胎に要したAI回数と空胎

日数が短縮した．しかし，これら短縮に関わる要因は多

く，CIDR留置による影響かどうか今後さらに検討する

必要がある．

定時 A I 後，発情周期中期から末期にかけ腟内に

CIDRを留置した乳牛で，定時AIで不受胎の牛の発情

回帰に影響がなかった報告［6］や，乳牛［10］や肉牛

［13］で定時AI後の不受胎の牛で発情回帰が増加した報

告もある．本研究ではCIDR群でCIDR抜去後7日以

内，対照群で定時AI後18日から24日の発情発現率に

有意差はなかった．しかし両群間の発情回帰日数は不等

分散で，CIDR群は対照群より変動係数が小さかった．

CIDR留置中は血中P4濃度が高濃度に維持されるため発

情が抑制され，一方，視床下部にあるE2レセプターの

活性化が起こった［14］ことで，不受胎の牛で発情が同

期及び明瞭化され，発情回帰日数の分散が縮小したと考

えられる．

定時AI後の発情周期の中期から末期にかけP4製剤を

腟内に留置した牛で，再AIした牛の受胎率は，P4製剤

を留置しなかった牛と比べ乳牛及び肉牛の未経産牛で低

下した報告［13］や，乳牛の経産牛で変わらなかった報

告［5］がある．本研究では，従来のFast back法より

CIDR留置を3日間遅らせたが，CIDR群と対照群で再

AIの受胎率に有意差はなかった．

定時AIで不受胎の牛の発情行動について，乳牛の未

経産牛で定時AI後CIDR留置の有無でスタンディング

を示した牛の割合やその持続時間に違いはみられなかっ

た［13］．本研究も，定時AIで不受胎の牛で発情回帰日

の歩数量の増加率に定時AI後CIDR留置の有無による

違いはみられなかった．

本研究では，定時AIで不受胎の牛を用いた比較にお

いて供試した牛が少なかった．今後，さらに供試する牛

を増やし検討することで，結果に差が生じる可能性も考

えられた．

結論として，分娩後の黒毛和種牛において排卵同期

化，定時AIを行い，AI後17日から7日間CIDRを留置

したところ，定時AIの受胎率の向上は得られなかった．

しかし，定時AIで不受胎の牛においてCIDRの留置は，

発情回帰日数の分散を縮小させた．

本研究において，薬剤の提供を受けたあすか製薬譁とファイ

ザー譁に深謝する．
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Effect of CIDR Inclusion After Timed Artificial Insemination on Reproductive 
Performance in Japanese Black Cows

Go KITAHARA＊†, Kyosuke HIDAKA, Yoshihito SUZUKI, Yuta MINE, Makoto KAJISA, 
Ikuo KOBAYASHI and Shunichi KAMIMURA

＊Laboratory of Theriogenology, Miyazaki University, 1h1 Gakuen Kibanadai Nishi, Miyazaki,
889h2192, Japan

SUMMARY

The effect of CIDR inclusion for seven days after timed artificial insemination (TAI) on reproductive perfor-
mance was determined in Japanese Black cows.  Ovulation was synchronized at one month after normal par-
turition and was subjected to TAI.  Cows were divided into two groups with CIDR inclusion for 7 days at 17
days after TAI (n＝28) or controls without CIDR (n＝47).  Conception rates with TAI were similar (CIDR 64.3%
vs. controls 53.2%, P＝0.42).  The date of return of estrus in open cows were similar (CIDR 28.7±3.9 days vs.
control 33.0± 26.9 days, P＝ 0.22), however there was heteroscedasticty in these groups (P＜ 0.01), and the
coefficient of variation in CIDR was smaller than in the control.  The conception rates of rehAI in open cows
both within 7 days after CIDR removal in CIDR and from 18 days to 24 days after TAI in controls were similar.
(CIDR 85.7% vs. control 68.3%, P＝ 0.47).  The inclusion of CIDR for 7 days at 17 days after TAI reduced the
dispersion for the timing of the return of estrus in early postpartum Japanese Black cows.
― Key words : CIDR, Japanese Black cow, open cow.
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